
ＧＭＰ基準対応の臨床研究施設医薬品・医療機器開発を加速
年
度
内
稼
働
目
指
す

　
筑
波
大
学
附
属
病
院
で
は
新

薬
や
医
療
機
器
の
開
発
実
用
化

を
推
進
す
べ
く
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
の
臨
床
試
験
を
可
能
と
す

る
研
究
施
設
「
未
来
医
工
融
合

研
究
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｉ
Ｍ

Ｅ

」
の
整
備
に
着
手
し
た
。

２
０
１
３
年
度
内
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
で
は

治
療
・
医
療
行
為
に
使
用
さ
れ

る
医
薬
品
・
医
療
機
器
だ
け
で

な
く
、
寝
床
設
備
・
看
護
な
ど

に
つ
い
て
も
日
常
臨
床
に
即
し

た
実
証
実
験
が
行
わ
れ
る
予

定
。
医
療
現
場
で
真
の
医
工
連

携
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
短
期
間

で
の
重
要
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
い
る
。
す
で
に
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
連
携
し
た

ロ
ボ
テ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
の
実
証
実

験
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ

Ｌ
」
の
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
院
内
の
多
く
の
取
り
組
み

の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
つ
く
ば
国
際
戦
略
総

合
特
区
に
指
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
特
区
制
度
の
利
用
と

の
相
乗
効
果
で
よ
り
早
期
の
実

用
化
が
期
待
さ
れ
る
。

研
究
シ
ー
ズ
実
用
化

　
創
薬
関
連
の
研
究
所
や
企
業

が
多
く
集
結
し
て
い
る
つ
く
ば

地
域
。
最
先
端
の
設
備
や
世
界

最
大
級
規
模
の
生
物
学
資
源
を

有
す
る
な
ど
、
こ
の
分
野
で
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
高

い
。
一
般
的
に
新
し
い
医
薬
品

や
医
療
機
器
の
導
入
に
は
「
医

薬
品
及
び
医
薬
部
外
品
の
製
造

管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準

Ｇ
Ｍ
Ｐ

」
に
基
づ
い
た
厳

し
い
安
全
性
・
有
効
性
試
験
が

課
せ
ら
れ
る
。
同
病
院
で
整
備

中
の
新
施
設
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
で
は
こ

う
し
た
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準
に
準
拠
し

た
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
臨
床
試

験
や
実
証
試
験
が
迅
速
か
つ
確

実
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

予
定
。
同
大
学
病
院
で
稼
働
中

の
「
次
世
代
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
つ
く
ば
画
像
検
査
セ
ン
タ

ー
」
と
の
両
輪
で
、
臨
床
研
究

施
設
活
用
に
よ
る
研
究
シ
ー
ズ

の
実
用
化
を
加
速
さ
せ
る
狙
い

だ
。

　
筑
波
大
学
で
は
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
基
礎
研
究
で

は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る

日
本
の
創
薬
シ
ー
ズ
群
の
実
証

研
究
を
支
援
し
、
実
用
化
に
弾

み
を
つ
け
る
狙
い
。
現
段
階
で

実
証
研
究
が
予
定
さ
れ
て
い
る

シ
ー
ズ
は
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、

新
規
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
な

ど
。
こ
れ
ら
の
革
新
的
医
薬
品

の
開
発
は
、
つ
く
ば
国
際
戦
略

総
合
特
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、
特

区
制
度
に
よ
る
規
制
緩
和
な
ど

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

迅
速
な
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
筑
波
大
学
は
産
総
研
、
ア

ス
テ
ラ
ス
製
薬
、
エ
ー
ザ
イ
な

ど
つ
く
ば
地
域
に
施
設
を
構
え

る
研
究
所
と
連
携
し
な
が
ら
、

開
発
研
究
か
ら
臨
床
研
究
、
製

品
化
ま
で
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
橋

渡
し
す
る
中
継
点
と
し
て
機
能

す
る
予
定
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
新
薬
産

業
創
出
に
貢
献
で
き
る
。

国
産
の
核
医
学
検
査
薬

　
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
に
先
立
ち

年

月
に
筑
波
大
学
病
院
の
隣
接
地

に
整
備
し
た
「
次
世
代
分
子
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
つ
く
ば
画
像
検
査

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
核
医
学
検

査
薬
の
研
究
開
発
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
核
医
学
診
断
と

は
、
体
内
に
注
入
し
た
放
射
性

薬
剤
を
使
っ
た
画
像
診
断
方
法

の
一
つ
で
、
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ

ィ
や
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
が
ん
の
早

期
発
見
方
法
と
し
て
身
近
な
存

在
と
な
っ
た
陽
電
子
放
射
断
層

撮
影

Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
な
ど
が

代
表
的
。
現
在
は
核
医
学
検
査

薬
の
高
感
度
性
、
投
与
の
し
や

す
さ
な
ど
の
利
点
を
生
か
し
、

が
ん
の
診
断
や
脳
・
骨
・
心
筋

の
血
流
の
検
査
な
ど
に
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
つ
く
ば
画
像
検

査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
稼
働
中
の

最
新
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置

Ｃ

Ｔ

、
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装

置

Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
を
活
用

し
、
が
ん
・
神
経
疾
患
な
ど
新

た
な
核
医
学
検
査
薬
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
つ
く
ば
国
際
戦
略
総

合
特
区
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て

「
核
医
学
検
査
薬

の
国
産
化
」
の
臨

床
研
究
も
大
学
病

院
で
行
わ
れ
る
予

定
。
現
在
、
１
０

０
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
核
医
学

検
査
薬
「
テ
ク
ネ

チ
ウ
ム
製
剤
」
の

原
料
の
国
産
安
定

供
給
を
目
指
す
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
・

大
洗
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に

開
発
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
大

学
病
院
放
射
科
で

の
臨
床
研
究
を
経

て
、

年
度
に
は

薬
事
承
認
申
請
を

行
う
予
定
。

来
年
４
月
「
支
援
機
構
」
発
足

　
筑
波
大
学
は
２
０
１
４
年
４
月
の
「
国
際
産
学
連
携
支
援
機
構

仮
称

」
の
発
足
に
向

け
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
組
織
体
制
づ
く
り
を
開
始
し
た
。
「
国
際
産
学
連
携

支
援
機
構

仮
称

」
は
、
文
部
科
学
省
「
地
域
資
源
な
ど
を
活
用
し
た
産
学
連
携
に
よ
る
国

際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
筑
波
大
学
春
日
地
区
に
建
設
さ
れ
る
研

究
施
設
「
高
細
精
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
」
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
。
産
・
学
・
官
の

人
材
が
一
堂
に
会
し
、
革
新
的
な
課
題
の
研
究
開
発
に
異
分
野
融
合
体
制
で
取
り
組
む
環
境
の

構
築
に
よ
っ
て
、
産
学
連
携
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

産学連携国際化を促進
専
門
人
材
の
確
保

　
研
究
大
学
と
し
て
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す
筑
波
大
学
は
、

外
部
資
金
の
獲
得
や
共
同
研
究

の
推
進
に
直
結
す
る
産
学
連
携

活
動
の
強
化
を
重
要
課
題
の
一

つ
と
位
置
づ
け
る
。
過
去
２
年

間
、
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
重
き
を
置
い
て
取
り
組
ん

で
き
た
産
学
連
携
推
進
に
関
す

る
意
識
改
革
は
、
産
学
連
携
系

外
部
資
金
採
択
率
と
共
同
研
究

数
の
増
加
と
し
て
実
を
結
び
始

め
て
い
る
。
産
学
連
携
活
動
の

さ
ら
な
る
活
性
化
と
安
定
的
推

進
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」

に
よ
り
、
技
術
移
転
マ
ネ
ジ
ャ

ー
や
リ
サ
ー
チ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
ー

Ｕ
Ｒ
Ａ

の
人
員

を
今
後
５
年
間
で
５
人
増
員
す

る
予
定
。

　
ま
た

年
度
後
半
か
ら
Ｕ
Ｒ

Ａ
を
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ｏ
Ｉ
　

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

関
連
事
業
の

支
援
に
投
入
し
て
い
る
。
研
究

者
と
大
学
事
務
組
織
を
つ
な
ぐ

第
３
職
域
へ
の
専
門
人
材
の
導

入
に
よ
り
、
研
究
環
境
整
備
や

外
部
資
金
申
請
等
支
援
の
充
実

と
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
。
改

組
後
の
組
織
で
は
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
技

術
移
転
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
連
携
が

強
化
さ
れ
る
予
定
。
こ
れ
に
よ

り
戦
略
的
な
産
学
連
携
企
画
推

進
の
実
現
を
目
指
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
オ
リ

エ
ン
テ
ッ
ド
の
導
入

　
産
学
連
携
外
部
資
金
に
係
る

事
業
は
、
研
究
者
や
企
業
と
の

研
究
企
画
、
申
請
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
対
応
、
採
択
後
の
共
同

研
究
契
約
等
締
結
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
構
成

さ
れ
る
。
各
段
階
に
お
い
て
異

な
る
専
門
性
の
支
援
が
求
め
ら

れ
る
の
に
対
し
、
従
来
の
大
学

組
織
は
担
当
ご
と
に
チ
ー
ム
が

編
成
さ
れ
る
「
縦
割
り
」
が
一

般
的
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
に
よ

る
問
題
が
多
々
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
改
組
後
の
組
織
で
は
基
本

３
チ
ー
ム
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
出

し
合
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
編

成
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
オ

リ
エ
ン
テ
ッ
ド
」
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
導
入
す
る
。

図

こ
れ

に
よ
り
組
織
の
機
動
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
発
想

の
創
出
と
そ
の
実
行
が
容
易
な

環
境
の
構
築
に
挑
戦
す
る
。

　
こ
の
新
た
な
試
み
は
大
学
シ

ス
テ
ム
を
熟
知
す
る
大
学
職

員
、
民
間
企
業
で
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
経
験
を
有
す
る
技
術
移
転

マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
第
３
職
域

で
実
績
を
積
ん
だ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
も
の
。
国
立
大
学
法

人
と
し
て
は
初
の
革
新
的
な
試

み
と
な
る
。

国
際
力
の
強
化

　
Ｉ
Ｔ
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に

伴
い
国
家
間
の
距
離
が
縮
ま

り
、
地
球
規
模
で
の
経
済
競
争

が
激
化
す
る
今
日
、
大
学
に
お

け
る
産
学
連
携
活
動
の
国
際
化

は
、
大
学
の
研
究
力
強
化
と
知

名
度
向
上
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

を
も
た
ら
し
、
海
外
進
出
な
ど

学
生
の
進
路
選
択
に
も
大
き
く

影
響
す
る
。
こ
う
し
た
背
景
を

踏
ま
え
、
民
間
企
業
で
国
際
契

約
を
多
数
手
が
け
た
人
材
と
長

期
海
外
留
学
経
験
を
持
つ
若
手

Ｕ
Ｒ
Ａ
を
チ
ー
ム
に
加
え
、
経

験
の
伝
承
と
機
動
性
確
保
を
同

時
に
進
め
、
組
織
の
国
際
力
強

化
を
推
進
す
る
。

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
の

パ
イ
オ
ニ
ア
・
渡
邉
教
授

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
開
発
者
・
山
海
教
授

国際戦略総合特区
　
「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
は
、
つ
く
ば
の
科
学
技
術
の
集
積
効
果
を
最
大
限
に
活
用

し
、
そ
の
研
究
成
果
を
産
業
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
２
０
１
１
年

月
に
全
国

で
つ
く
ば
を
含
む
７
つ
の
地
域
が
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
指
定
さ
れ
た
。
規
制
緩
和
や
財
政
支

援
な
ど
国
や
自
治
体
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
つ
く
ば
地
域
の
研
究
機
関
・
企
業
・
自
治
体
な

ど
が
連
携
し
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。
筑
波
大
学
は
こ
の
特
区
事
業
に
参
画
し

て
お
り
、
つ
く
ば
発
の
新
産
業
創
出
の
担
い
手
と
し
て
存
在
感
を
示
す
。

技
術
集
積
、
新
産
業
創
出
狙
う

次
世
代
が
ん
治
療
装
置

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が
ホ

ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法

Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ

の
治
療
装
置
の
開
発

だ
。
が
ん
細
胞
だ
け
に
取
り
込

ま
れ
る
性
質
を
持
つ
「
ホ
ウ
素

薬
剤
」
を
投
与
し
、
中
性
子
を

照
射
す
る
と
が
ん
細
胞
だ
け
が

破
壊
さ
れ
る
仕
組
み
。
切
ら
な

い
、
痛
く
な
い
な
ど
患
者
へ
の

負
担
が
軽
い
治
療
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
筑
波
大
学
附
属
病

院
の
松
村
明
教
授
の

グ
ル
ー
プ
で
は
、
１

９
８
０
年
代
か
ら
原

子
炉
を
使
っ
た
Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
治
療
の
臨
床
研

究
を
続
け
て
き
た
。

現
在
、
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
加
速
器
研
究
機
構

や
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
な
ど
の
機

関
と
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
原
子
炉
に
代
わ

る
小
型
加
速
器
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全

体
の
進
行
管
理
を
し
て
い
る
の

は
、
原
子
力
工
学
が
専
門
の
熊

田
博
明
准
教
授
だ
。
「
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
つ
く
ば
だ
か
ら

で
き
て
い
る
ん
で
す
。
が
ん
治

療
に
は
ど
う
い
う
装
置
が
必
要

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
医
師

と
放
射
線
の
専
門
家
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
ど
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
集
ま
っ
て
、
と
こ
と
ん
議
論

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
」
。

最
高
の
医
工
連
携
で
ワ
ー
ル
ド

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
装
置
・

治
療
法
の
確
立
を
目
指
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
医
療
実
用
化

　
高
齢
化
に
伴
う
自
立
機
能
低

下
や
、
脳
卒
中
や
脊
髄
損
傷
な

ど
の
疾
患
に
よ
る
身
体
機
能
の

維
持
改
善
、
医
療
・
介
護
を
担

う
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
医
療

機
器
の
早
期
実
用
化
を
目
指
す

と
と
も
に
、
同
技
術
を
日
本
主

導
で
世
界
に
発
信
す
る
た
め
の

拠
点
を
整
備
す
る
。
要
と
な
る

「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」

は
、
脳
か
ら
筋
肉
へ
伝
達
さ
れ

る
運
動
意
思

装
着
者
の
意

思

に
従
っ
た
自
立
動
作
を
助

け
る
装
着
型
ロ
ボ
ッ
ト
。
筑
波

大
学
の
山
海
嘉
之
教
授
が
開
発

し
た
。
す
で
に
介
護
施
設
な
ど

で
主
に
福
祉
用
と
し
て
活
用
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
脳

卒
中
な
ど
の
脳
神
経
筋
疾
患
患

者
の
身
体
機
能
改
善
治
療
を
行

う
医
療
機
器
と
し
て
の
開
発
を

進
め
る
。
欧
州
全
域
で
す
で
に

医
療
機
器
と
し
て
の
認
証

Ｃ

Ｅ
マ
ー
ク

を
取
得
し
た
。

藻
類
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
オ
イ
ル
を
作
る
藻
類
の
培
養

を
進
め
て
い
る
の
が
筑
波
大
学

の
渡
邉
信
教
授
の
チ
ー
ム
。
あ

る
種
の
藻
類
は
オ
イ
ル
を
生
産

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
利

用
も
可
能
。
食
糧
と
競
合
し
な

い
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。
渡
邉
教
授
が
発
見
し
た

株
の
「
ボ
ト
リ
オ
コ
ッ
カ
ス
」

は
、
藻
類
の
中
で
も
特
に
オ
イ

ル
の
生
産
能
力
が
高
い
。
近
く

つ
く
ば
市
内
の
休
耕
田
を
利
用

し
た
大
規
模
な
実
証
実
験
を
開

始
し
、
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
技
術
の
確
立
を

進
め
る
。

ナ
ノ
テ
ク
人
材
育
成

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ハ
ブ
機
関
と
し
て
発
足
し
た

「
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

リ
ー
ナ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
拠

点

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ

ｏ

」
。
先
端
ナ
ノ
テ
ク
研
究

資
源
が
集
結
す
る
つ
く
ば
の
強

み
を
活
か
し
、
産
学
官
が
連
携

し
て
国
際
的
に
魅
力
的
な
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
拠
点
を
形
成

し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
産

業
技
術
総
合
研
究
所
、
物
質
・

材
料
研
究
機
構
、
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
加
速
器
研
究

機
構
、
そ
し
て

筑
波
大
学
が
中

核
機
関
と
な
っ

て
い
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ

ａ
ｎ
ｏ
で
は
研

究
開
発
や
共
通

イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
多
様
な

取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
が
、

特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
人

材
育
成
。
国
内
外
の
大
学
・
産

業
界
の
連
携
協
力
の
も
と
、
Ｔ

Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
の
拠
点
を
活

用
し
て
行
わ
れ
る
大
学
院
教
育

シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｉ
Ａ
連
携
大
学

院
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

や
、
海
外
ナ
ノ
テ
ク
拠
点
へ
の

海
外
派
遣
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
場
で
活
躍
で
き
る
新
た

な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
。

　
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区

で
は
こ
の
ほ
か
に
、
「
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
」
「
核

医
学
検
査
薬

テ
ク
ネ
チ
ウ
ム

製
剤

の
国
産
化
」
「
つ
く
ば

生
物
医
学
資
源
を
基
盤
と
す
る

革
新
的
医
薬
品
・
医
療
技
術
の

開
発
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
筑
波
大
学
は
２
０
１
３
年
、
開
学

周
年
を
迎
え
た
。
１
８
７
２
年

明
治

５
年

に
日
本
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
師
範
学
校
か
ら
東
京
教
育
大
学
に
至
る

前
身
校
の
歴
史
を
加
え
る
と
創
基
１
４
１
年
を
迎
え
る
。

年
８
月
に
は
研
究

お
よ
び
こ
れ
を
通
じ
た
高
度
な
人
材
の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
世
界
で
激
し
い

学
術
の
競
争
を
続
け
て
き
て
い
る
国
内
の
国
立
私
立
大
学
で
組
織
さ
れ
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
「
学
術
研
究
懇
談
会

Ｒ
Ｕ

」
へ
加
入
。

年
８
月
に
は
研

究
大
学
強
化
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
で
は
学
長
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
「
研
究
戦
略
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
機
構
」
を
中
心
に
、
す
で
に
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
同
大
学
の
基
礎
研
究
拠
点
を
大
規
模
研
究
拠
点
へ
と
拡
充

さ
せ
る
予
定
。
他
大
学
に
比
べ
見
え
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
産
学
連
携
に
つ

い
て
も
、
新
規
に
設
置
す
る
「
国
際
産
学
連
携
支
援
機
構

仮
称

」
を
軸
に

世
界
規
模
で
の
産
学
連
携
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
同
大
学
が
保
有
す

る
医
療
分
野
の
研
究
成
果
の
実
用
化
を
促
進
す
べ
く
、
大
学
病
院
内
に
臨
床
研

究
施
設
を
整
備
中
。
茨
城
県
、
つ
く
ば
市
、
つ
く
ば
地
区
の
研
究
機
関
な
ど
と

タ
ッ
グ
を
組
み
推
進
し
て
い
る
「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
の
活
用
も
視

野
に
、
研
究
成
果
の
実
用
化
を
加
速
さ
せ
る
狙
い
。

年
後
の
世
界
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
１
０
０
位
入
り
を
目
標
に
掲
げ
た
筑
波
大
学
が
打
つ
布
石
を
紹
介
す

る
。

未来を創造する研究大学「筑波大学」
（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月１３日 金曜日 　　


